
 

 

 

「頼り」「頼られる」ことを通して信頼関係を強める 

副校長  岩﨑 公慈 
 
新学期が始まり、明るく元気に学習・生活している子供たちが大勢います。一方で、まだ新しいクラ

スになじめないと感じている子供、新学期に頑張りすぎたのか少し疲れた様子が見られる子供もい

るようです。私は、学校を訪れた方や育ての会、図書ボランティア、授業の様子を参観にいらした方と

お話をすることが多くあります。皆様一様に「先生方はこれだけ様々な子供たちを見ていて大変です

ね」とおっしゃいます。しかし、様々な姿を見せてこそ子供です。その一人一人の姿をしっかりと捉え、

その様子や背景を理解・共有しながらチーム黒門としての教育活動を進めています。 

5月8日から新型コロナウイルス感染症への対応が5類へと移行されます。学校は基本的な感染

対策を継続しながら、子供たちの健やかな学びを保障するために尽力してまいります。授業参観は

随時受け付けております。学校へお越しの際には教室をのぞいていただき、子供たちの姿をご覧くだ

さい。そして、お感じになったことを率直に教えていただければ幸いです。 

                  ＊ 

昨年度の学校だより５月号で「聴く」ということの大切さについて書きました。私自身、子供たちや、

保護者、地域の皆様の話をしっかりと聴き、教育活動を進めようと努めた一年間でしたが、いかがだ

ったでしょうか。お話をする際には「ご協力ありがとうございます」「よろしくお願いいたします」と言う

ことが多いです。学校ではできることを最大限行い、家庭・地域にも協力をお願いすることを繰り返

し、信頼関係を築いていると感じます。 

今年度、学校経営の基本方針の中心は「Well-Being（幸せ）の実現を目指す学校」です。すべて

の子供たちと教職員が楽しさや幸せを実感し、充実した教育活動を推進できることを目指しています。

学校では、担任をはじめとする教員が、子供たちの実態に応じて「できた」「分かった」という喜びを感

じられる授業を行っています。保護者の皆様には、保護者会や個別の連絡、学年だより等において、

指導の在り方やお子様の様子を伝えています。時に学校の指導の意図や配慮したことが十分に伝わ

っていないことがあり、ご質問や相談をいただくこともあります。今後も、保護者・地域の皆様の声を

真摯に受け止め、丁寧に対応をすることを努力し、信頼関係を強めていきたいと考えています。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

                  ＊ 
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ご協力をお願いいたします 
・登校時刻をまもりましょう。登校時刻は8:00～8:15です。 

開門は7:55、校内には8:00になってから入ります。早すぎる登校は近隣への迷惑にもなり

ます。時間の調整をお願いいたします。立ち番の6年生は8:00までに登校します。 

・欠席、遅刻の連絡はSumaMachi（スマまち）をご活用ください。 

きょうだいに連絡帳をもたせてご連絡いただいても結構です。 

電話の場合には8:15までご連絡いただけますと助かります。 

・教職員の勤務時間は8:10～16:40です。 

学校の電話は夕方から翌朝まで留守番応答に設定されています。 


